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によるノイズは独自開発の“サウンドトリガ”システムにより除去することに成功したため、最大 10 T、最低 5 K
において試料のテラヘルツ時間領域分光を容易に行うことが可能となった。 
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去することに成功しており、最大 10 T、最低 5 K の強磁場低温環境において試料のテラヘルツ分光が可能となって
いる。 







領域で測定している。その結果、n 型 InAs では光励起キャリアの過渡的な拡散によって、バルク電子ガス中にコヒ
ーレントな磁気プラズマ波が励起されることを明らかにしている。そして、この波の縦成分と横成分の電場による振
動分極がテラヘルツ電磁波を発生させていることを本論文で初めて明らかにしている。 
 以上のように本論文は、テラヘルツ分光およびテラヘルツ放射特性から、磁場中の自由電子や局在電子の高周波輸
送特性、並びに、光励起キャリアのコヒーレントダイナミクスを明らかにしている。その成果は応用物理学、特に半
導体光物性に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
